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水管理、体制構築は流域全体で

よ
に

り
、

で

日

も
豪

本

　
気

動

候
変

の生

災

化
度

加
加

激

渇

向

、

頻

え

水

や

雨

り

増

の

加
あ

増

水

傾

資

も

て

甚

に
、

害発
て
い

と

が

の
な

う

気

る

二

確
な

極
化

に

応
源

題

な

対

課

こ

よ

。

の
象

保

的

っ

の
安
定

は
、

用

の

　

す

し

近
年

ン

の

フ

最

限

既

大

が

欠
だ

不

。

た

ラ

活

イ
設

め

可

か
し

る

に

今

年

速

後

年

フ

、

設
後

を

、

て
ン

老

り

でが
急

ラ

行

に

お

化

、

イ

の

建

し

進

朽

す
ら

経

る
明

る

か

な

っ

施

て

。
急

が

る

朽
化

合

と

老

に

が

に

伴

い

設

過

の

増
す

こ

割維

や
故

新
の

応
が

機
能
低

高

、

、

持
管
理
リ

や

更

対

お

っ
急

ま

事

い

ス

下

が
ク

て

り

、

と

足

課

や

人

た

題

務

も

な

が

重

不

、
広
範の

り

囲

。

あ

源

で

技

財

っ

る

材

術

だ
い

イ

だ

模

大

ラ

更

況
ン

理

状

。

な

持

際

の

規

か

つ

困

維

実

、

が

各
地

で

新

フ

管

難な

・

管
る

朽

故

に

道

。

多

事

発

る

い

下

老

化

の

は

よ

し水
て

し

対

こ
う

課

応
す

　

た

題
に

境

全

体
的
に

保

で

、

理

体

る
「
・

一

府

流
域

る利

を

政

水
め

管

た

す

環

全

水
治

は

・

３
　

策

」

次

期

て

点

い

流

合

域

水

理
管

を

、

出

待

打

さ
れ

総

政

し
。

第

ち

が

る

の

一
に

個

、

な

管

来
単

別

適

流

ら
全
体
最

で

総
合

理

り

に

従

化

水

、

位

域

か

的

よ

最

の
の

や

道

ム

路

の

れ

水

、

用

な

各
イ

が

ダ

業

ン
フ

転

。

化

水

換

下

ど

農

適

図

へ

る

ら

上

の
ラ

な

活

と

川

管

の
効総
率

平

資
源

用
す

に

る

的

時

的

災

河

害

を

時 や

理

合

、

こ
と
で

二

。

強
デ

タ

積

の

の

極
的

術

な

可

と

活

両
ル

化

力

る

応

が

に

第

ジ

技

の

、

対

立

能

な
第
三

イ

る

、

え
フ

よ

効

を

ら

官

に

に

の
ラ

的

ン

設

な

既

運

率

用
や
更

新

支

り

れ

用

。

に

す
の

能

る

進

可

る
。

推

と

を

財

人

足

対

が
応

連

源

こ

不
民

で

ま

な
・

　

材

携
等
へ

イ

域

た

大

ー

官

シ

フ

、

ン

ア

も
流

ン

設
携

ソ

ム

最

学

を

コ

産

既

ラ

連

で

の

用

限

す

活

や

る

込

域

。

い

全

流

検

炭デ

ん

め

ー素

び

体

の

が

た

脱

で

討
呼

の

タ

の

投
資

進み

る
時

を

じ

効

的

な
水
運

の

現

通

を

可

平

災

時

用

実

通
と

化

、

・

害

た

携

て

率

視

を

連

じ

し

に

指

し

題

の

る

、

利

水

特

権
調
整

し

　

も

る

残

間

利

や
目

。

者

、

水

て
い

課

か

。

体

保

体

合

定
は

整

易
既

で
存

主

の

制

の

は
な

と

管

い

担

整

決

調

、

の
確

を

理

性

う

容
、
流

の

協
働

デ

、

ル
流

や

域

モ

で
の 今

策

現
に

関

の
実

域

政

者。

は

間

の
強
化

後

係

。

可
欠

証

水

い

検

の管

利

も
、

域
総

り

に
つ

合
水

方
針
に

流

理在

不

だ

用

て
が

方
の

的
果

度

計
が

で

め
求

れ
る

効
。

水

設

っ

制

と

　

源
ら管

理

資

は
国

の

民

軟

な

り
、
柔

盤
を

政
。

策

題

の
具
体

る

な

重

課

だ

左

題

を

え
、
課

服

活

要

へ

す
右

克

踏

ま

の

生

基

現

結
こ

が

会

直

み
を

的

に

可

組

能

の

す
る

と

す

な

実

だ持
ろ

進

る

な

り

推

続
取

、

社

う
。




